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私
は
、
今
年
３
月
ま
で
教
員
（
体

育
）
を
し
て
お
り
、
只
見
町
内
で
は

朝
日
小
学
校
・
明
和
中
学
校
で
講
師

と
教
諭
、
校
長
と
し
て
明
和
小
学
校

で
勤
務
し
、
南
会
津
中
学
校
で
退
職

し
ま
し
た
。
地
区
の
こ
と
は
十
分
理

解
で
き
ぬ
ま
ま
、
副
区
長
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
が
役

員
や
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
ど
う
に
か
三
ヶ
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
父
親
（
忠
雄
）

と
一
緒
に
山
菜
採
り
や
キ
ノ
コ
取

り
、
投
網
や
盆
栽
な
ど
を
や
っ
た
こ

と
で
父
親
以
上
に
趣
味
が
多
く
、
退

職
し
て
も
や
る
こ
と
は
多
く
多
忙

な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
冬
に

な
っ
た
ら
、
ま
た
ザ
ル
作
り
や
油
絵

な
ど
を
は
じ
め
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
い
ろ
い
ろ

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
区
民
の

た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

     

今
年
の
四
月
か
ら
寄
岩
区
長
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
は
長
に
な
る
器

で
は
な
い
人
間
で
す
が
、
何
か
と
四

月
、
五
月
の
行
事
の
多
い
月
を
乗
り

越
え
た
つ
も
り
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
徐
々
に
慣
れ
な
が

ら
、
区
の
為
、
町
の
為
に
な
る
様
、

頑
張
っ
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
こ
れ

も
職
場
の
理
解
、
区
民
の
協
力
が
あ

っ
て
の
事
で
感
謝
の
一
言
で
す
。 

 

小
さ
い
寄
岩
で
す
が
、
二
十
代
三

十
代
の
若
い
世
代
も
い
て
、
う
ま
く

結
束
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
何
と
も
経
験
不
足
、
無
教
養
な

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 
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平成２９年７月１４日発行 
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私
こ
と
、
平
成
二
十
九
年
度
只
見

区
総
会
に
お
い
て
只
見
区
長
を
拝

命
し
ま
し
た
。
区
長
と
し
て
二
か
月

あ
ま
り
、
今
更
で
は
あ
り
ま
す
が
、

区
長
の
任
務
、
そ
し
て
責
任
の
重
さ

を
身
に
し
み
て
感
じ
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

さ
て
、
只
見
区
は
区
長
を
始
め
と

し
て
組
頭
七
名
、
各
組
役
員
、
事
務

局
役
員
、
総
勢
二
十
八
名
で
構
成
し

て
お
り
ま
す
。
区
世
帯
数
、
四
五
〇

世
帯
、
そ
し
て
広
範
囲
の
地
域
で
は

あ
り
ま
す
が
、
各
組
頭
さ
ん
の
大
き

な
協
力
を
基
に
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
只
見
町
で
は
、
今
年

度
「
（
第
二
期
）
自
然
首
都
只
見
地

域
づ
く
り
交
付
金
」
事
業
を
立
ち
上

げ
、
地
域
づ
く
り
に
大
き
な
力
を
注

い
で
お
り
ま
す
。
何
と
言
っ
て
も
、

国
道
二
八
九
号
八
十
里
道
路
の
開

通
も
間
近
、 

只
見
線
の
復
旧
工
事

も
始
ま
り
、
交
通
量
も
多
く
な
り
観

光
客
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
も

急
務
で
あ
り
ま
す
。
只
見
区
も
、
地

域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
、
今

年
度
は
、
列
車
待
ち
の
お
客
様
や
観

光
客
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
地

元
区
民
の
散
歩
の
場
と
し
て
、
滝
神

社
裏
の
清
水
場
よ
り
後
山
沿
い
に

杉
林
の
中
を
巡
り
、
ゆ
り
平
、
三
石

神
社
公
園
ま
で
の
「
遊
歩
道
」
を
計

画
中
で
す
。
三
石
公
園
よ
り
要
害
山

登
山
道
へ
も
繋
が
り
ま
す
。
区
民
み

ん
な
で
新
た
な
町
づ
く
り
を
考
え
、

素
晴
ら
し
い
活
気
あ
ふ
れ
る
只
見

に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

     
こ
の
四
月
か
ら
叶
津
区
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
地
元
に
戻
っ
て
七
年

余
り
、
区
長
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
区
内
の
地
理
や
行
事
に
つ
い

て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
こ

の
三
ヶ
月
、
新
し
い
発
見
、
勉
強
の

連
続
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
村
役
人

を
当
地
方
で
は
「
肝
煎
」
と
も
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
「
お
上
」
と
村
民
の

パ
イ
プ
役
・
村
の
世
話
役
と
し
て
、

肝
を
煎
ら
れ
る
よ
う
に
、
胃
を
キ
リ

キ
リ
と
痛
め
な
が
ら
業
務
に
当
た

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
は

な
ら
な
い
よ
う
に
、
区
民
の
皆
様
を

は
じ
め
町
当
局
、
振
興
セ
ン
タ
ー
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
務
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

叶
津
区
長 

長
谷
部 

克
則 

会長 

五十嵐 辰男 

副会長 

渡部 仁一・菅家 和人 只見振興センター職員 

セ ン タ ー 長 梁 取 洋 一 

生涯学習推進員 浅 野 リ サ 

生涯学習推進員 三 瓶 未 来 

監事 

目黒 衛男・美馬 典昭  庶務・会計 

柏木 真吾 

企画部 

部 長 五十嵐 和弘 

副部長 目黒 達矢 

目黒 衛男・上遠野 正 

渡部 公栄・新 國  誠 

馬場 新樹・五十嵐 淳 

菅家 芳美・菅家 大和  

生涯学習推進部 

部 長 赤塚 公生 

副部長 五十嵐あけみ 

美馬 典昭・目黒 啓次 

菊地 政雄・新国 伸一 

五十嵐潤之助・鈴木  聖 

長谷川こづえ・鈴 木  尚 

 

  

〈推進部会 年４回程度〉 

広報広聴部 

部 長 三瓶 彰治 

副部長 酒井  孝 

須佐 金子 

新国とも子 

青田 亮一 

柏木 真吾 

 

 

平
成
二
十
九
年
度
只
見
地
区
地

域
づ
く
り
委
員
会
総
会
を
四
月
十

二
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
新
た
な

委
員
も
加
わ
り
、
今
年
度
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

只
見
区
長 

長
谷
部 

多
一 

寄
岩
区
長 

三
瓶 

利
明 

蒲
生
区
長 

馬
場 

永
好 

発行者：只見地区地域づくり委員会 広報広聴部 

（順不同） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今年度も『からだ塾』を開講しています。今年は更に回数を大幅に増やし、年間２６回の予定で多彩なプロ

グラムにより活動中！健康づくりは自分から！あなたも参加してみませんか？ 

参加者随時募集中！お気軽にお問合せください。    ≪問合せ先：只見振興センター ８２－２１４１≫ 

 

 

 

                                  受講生３２名で楽しく活動中！ 

 

 

 

         感動ノンフィクション！ 
「負けても立ち上がる」心の強
い子を育てるヒント満載。 
妊娠中の病魔、出産後のガン
発病から「スパルタ」レスリ
ング教育を見守る妻。 
ワールドカップ直前の栄勝
さん急逝。 
沙保里が涙を流す度に母 

として「したこと」「しなか
ったこと」は？ 
そして、その理由とは…。 

           

           

           

           

           

           

           

 

 

 明和地区大倉に住んでいます。三瓶未来
み き

です。 

６月１日より只見振興センターに勤務しています。

分からない事ばかりですが、みなさんのお役に立て

るよう頑張りたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

今年度、只見小学校１学年と３学年は学年行事として

町民ハイキングに参加しました。朝から雲行きあやしく空と

にらめっこのなか、小雨でカッパを着てのスタート。子供達と

一緒に歩こうと小走りで追いかける親…子供達には雨もま

た楽しいのだな、と思った１日でした。 

只見小保護者 斉藤 幸良 

  
 

僕
が
只
見
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

大
好
き
な
地
元
で
あ
り
、
新
潟
に
住
ん
で

い
て
も
自
分
の
中
心
だ
っ
た
只
見
町
。
そ

の
只
見
町
に
社
会
人
と
し
て
住
み
、
様
々

な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
発
見
と
言
う
よ

り
も
実
際
は
知
ら
な
い
事
ば
か
り
だ
っ

た
、
と
言
う
表
現
の
方
が
近
い
で
す
ね
。 

 

学
生
時
代
、
只
見
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭

り
に
必
ず
参
加
し
、
部
活
も
全
力
で
取
り

組
み
、
勉
強
に
も
わ
ず
か
な
力
を
注
い
で

い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
出
の
中
に
は
、
大

切
な
人
達
と
沢
山
笑
い
合
い
、
新
た
な
出

会
い
も
あ
り
、
と
に
か
く
楽
し
ん
で
い
た

な
、
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
学
生

時
代
は
毎
年
必
ず
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
日
常
は
、

只
見
を
大
切
に
思
う
人
達
が
支
え
て
、
次

世
代
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
た
事

を
知
り
ま
し
た
。
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
は

思
い
出
の
場
所
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
振

興
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
の
で

案
内
し
て
も
ら
う
と
、
さ
ら
に
お
洒
落
な

空
間
に
な
っ
て
い
て
驚
き
で
す
。
只
見
は

ま
だ
進
化
し
て
い
ま
す
。 

 

僕
等
が
先
人
に
受
け
継
い
だ
只
見
の
良

さ
を
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
繋
げ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

広
報
・
広
聴
部 

柏
木 

真
吾 

雨降りの中でのハイキングでしたが、たくさんの参加者

でビックリしました。お手伝いをさせていただき、皆さんとお

話も出来たりして楽しい時間でした。来年は、きっと良い天

気の中で新緑が見られると思います。是非、またたくさん

の参加者に集っていただければと思います。 

広報・広聴部 新国 とも子 

 

今年も振興センター

前の花壇に老人クラブ・

ＰＴＡの方々等が沢山

の花の苗を植えてくださ

いました。 

ありがとうございます。 

なんでもチャレンジ隊と、から

だ塾の受講生で尾瀬へ行ってきま

した。生憎の雨でミニ尾瀬散策と

なりましたが、尾瀬の郷アルザの

プールや温泉にも入り、有意義な

一日を過ごすことが出来ました。 

 

・チャレンジ隊４名 家族３名 

・からだ塾６名 参加 


